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９月８日～１６日

９月定例会

９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
３
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
ほ
か
、

補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
、
13
議
案
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
決
算
審
査
は
、
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
９
月
11
日
か
ら
15
日
の
３
日
間
で
審
査
を
行
い
、

全
会
計
を
認
定
し
ま
し
た
。

会　計　名 収　入 支　出 差　引
　一　般　会　計 91 億 8159 万円 90 億 6406 万円 1 億 1753 万円
　特　別　会　計

国　民　健　康　保　険 19 億 4775 万円 18 億 4151 万円 1 億　624 万円
北 海 道 介 護 福 祉 学 校 1 億 3619 万円 1 億 3606 万円 13 万円
介 　 護 　 保 　 険 12 億 6294 万円 12 億 2870 万円 3424 万円
後  期  高  齢  者  医  療 1 億 9003 万円 1 億 8980 万円 23 万円
住 　 宅 　 団 　 地 338 万円 329 万円 9 万円

小　　計 35 億 4029 万円 33 億 9936 万円 1 億 4093 万円
　企　業　会　計

水　 道
  収  益  的  収  支 4 億 7209 万円 4 億    199 万円 7010 万円
  資  本  的  収  支 1 億 7523 万円 4 億 3737 万円 △ 2 億 6214 万円

下水道   収  益  的  収  支 7 億    637 万円 6 億    895 万円 9742 万円
  資  本  的  収  支 3 億 7744 万円 6 億 2961 万円 △ 2 億 5217 万円

小　　計 17 億 3113 万円 20 億 7795 万円 △ 3 億 4679 万円
合　　計 144 億 5301 万円 145 億 4137 万円 △ 8833 万円

各会計の決算状況

　

平
成
26
年
度
の
収
入
は

一
般
会
計
、
５
特
別
会

計
、
２
企
業
会
計
合
わ
せ
て

１
４
４
億
５
３
０
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
収
入
は
、
町

税
や
利
用
料
な
ど
の
自
主
財

源
が
26
・
４
％
、
国
か
ら
地
方

交
付
税
や
補
助
金
、
借
入
金

な
ど
の
依
存
財
源
が
73
・
６
％

を
占
め
、
財
源
の
４
分
の
３

は
国
や
道
か
ら
の
お
金
や
借

金
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
財
政

運
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に

は
、
こ
の
自
主
財
源
を
増
や

す
努
力
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
支
出
で
は
、
人
件

費
や
扶
助
費
、
公
債
費
を
合

わ
せ
た
義
務
的
経
費
が
全
体

の
35
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
借
金
の
返

済
に
当
た
る
公
債
費
が
14
・

３
％
を
占
め
、
町
財
政
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

健
全
な
財
政
運
営
を
図
る

た
め
、
よ
り
一
層
の
努
力
が

必
要
で
す
。

積立金・貸付金など
3 億 8841 万円（4.3％）

特別会計への繰出金
5 億 7807 万円　（6.4％）　

※企業会計の不足額は内部留保資金（施設更新の積立金）から補てん

平
成
26
年
度
決
算

全
会
一
致
で
認
定

維持補修費
2 億 4371 万円（2.7％）

一般会計の内訳

収  入
91 億8159 万円

支  出
90 億6406 万円

物件費
施設の維持管理費
10 億 7836 万円　

（11.9％）

投資的経費
道路や公営住宅の整備など
19 億 3784 万円（21.4％）

補助金など
15 億 9309 万（17.5％）

公債費
借金の返済
12 億 9729 万円

（14.3％）

人件費
11 億 6447 万円

（12.9％）
扶助費
児童手当や医療費助成など
7 億 7794 万円（8.6％）

国からの運営費
34 億 8830 万円（38.0％）

町民税・固定資産税など
13 億 1290 万円

（14.3％）

利用料・保育料
給食費など
 11 億 1247 万円（12.1％）国や道からの補助金

17 億 4598 万円
（19.0％）

借金
15 億 2194 万円

（16.6％）

チェック！
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特集　平成２６年度決算　全８会計 145 億円を審査

区　　分 26 年度末 25 年度末 増減額
町税 1 億 5276 万円 1 億 5363 万円 △ 87 万円
公営住宅使用料 628 万円 679 万円 △ 51 万円
保育料 90 万円 148 万円 △ 58 万円
児童クラブ利用料 5 万円 2 万円 3 万円
給食費 248 万円 275 万円 △ 27 万円
老人保護措置費 99 万円 72 万円 27 万円
国民健康保険税 1 億　189 万円 1 億　600 万円 △ 411 万円
下水道使用料等 2481 万円 2260 万円 221 万円
介護保険料 251 万円 260 万円 △ 9 万円
後期高齢者医療保険料 213 万円 130 万円 83 万円
水道料 4231 万円 4175 万円 56 万円
介護学校教育使用料 292 万円 108 万円 184 万円

合　　計 3 億 4003 万円 3 億 4072 万円 △ 69 万円

町税などの未収金
区　　分 26 年度末残高

財政調整基金 4 億 1592 万円

土地開発基金 2 億 5716 万円

備荒資金組合積立金 4 億 8837 万円

文化振興基金 9329 万円

国保給付費支払準備積立金 2 億 5935 万円

介護給付費準備基金 6891 万円

水道事業現金預金 4 億 9138 万円

その他基金 3 億　790 万円

合　　計 23 億 8228 万円

区　　分 2 ６年度末残高

一般会計分 110 億　412 万円

北海道介護福祉
学校特別会計分 1100 万円

下水道事業会計分 39 億 8407 万円

（農業集落排水事業） 5 億 3893 万円

水道事業会計分 20 億 2628 万円

住宅団地特別会計分 300 万円

合　　計 175 億 6740 万円

まちの借金（地方債）

まちの貯金（基金）

ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金
残

高
は
約
24
億
円
で
、
前
年
度

よ
り
約
１
億
円
減
っ
て
い
ま

す
。

一
方
、
ま
ち
の
借
金
は
約

１
７
５
億
円
で
、
前
年
度
よ

り
約
５
０
０
０
万
円
増
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
一
人
当
た
り
で

計
算
す
る
と
貯
金
が
19
万

円
、
借
金
は
１
３
８
万
円
で

平
成
25
年
度
末
と
比
べ
３
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
当
た
り

１
３
８
万
円
の
借
金

町民１人当たり
約19万円

町民１人当たり
約138 万円

平成26度決算

お金の使い道をチェック！

平
成
26
年
度
の
町
税
等

の
未
収
金
の
総
額
は
、

３
億
４
０
０
３
万
円
で
す
。

平
成
25
年
度
末
と
比
べ
69
万

円
の
減
少
で
す
が
、
そ
の
多

く
は
不
能
欠
損
に
よ
る
も
の

で
す
。

今
日
の
経
済
状
況
の
な
か
、

厳
し
い
行
政
運
営
が
続
き

ま
す
が
、
公
平
・
公
正
の
観

点
か
ら
、
未
納
金
対
策
を
議

会
と
し
て
注
視
し
て
い
き
ま

す
。　 町

税
等
未
収
金

３
億
４
０
０
３
万
円
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自
治
区
交
付
金
の
主
な

使
途
と
防
災
以
外
の
活

動
内
容
は
。

９
つ
あ
る
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
は
、
防
災
・

福
祉
事
業
に
取
組
ん
で

い
る
。
全
て
の
協
議
会

で
は
防
災
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
福
祉
事
業

は
、
５
つ
の
協
議
会
で

実
施
し
て
お
り
、
防
犯

教
室
、
健
康
づ
く
り
教

室
、
桜
の
木
の
植
樹
な

ど
に
取
組
ん
で
い
る
。

「決算審査特別委員会」主な質疑

ＱＡ

町
内
の
森
林
状
況
と
南
空

知
森
林
組
合
へ
の
支
援
内

容
は
。

本
町
の
総
面
積
は

２
万
３
９
３
ha
で
、
そ
の

う
ち
森
林
は
約
１
万
ha
。

国
有
林
が
４
０
０
０
ha
、

町
有
林
が
７
０
０
ha
で
道

有
林
は
な
い
。
私
有
林
の

約
５
０
０
０
ha
の
う
ち
王

子
製
紙
所
有
の
森
林
は

３
４
０
０
ha
で
あ
る
。
町

有
林
の
う
ち
天
然
林
と
人

工
林
の
割
合
は
半
々
で
あ

る
。
森
林
組
合
は
、
昭
和

17
年
、
行
政
主
導
で
設
置

さ
れ
た
が
、
時
代
の
流
れ

に
よ
り
、
現
在
は
民
間
の

組
合
と
な
っ
て
い
る
。
運

営
費
の
支
援
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
31
万
円
の
出
資

を
し
て
い
る
。

9 月 13 日  中央南まちづくり協議会が開催した防災学習会

ＱＡ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱ

Ａ

防
災
備
蓄
品
の
保
管
場

所
は
適
切
か
。

平
成
23
年
度
か
ら
備
蓄

計
画
に
基
づ
き
整
備
し

て
お
り
、
南
部
地
区
は

南
部
公
民
館
（
将
来
的

に
継
立
地
区
集
落
排
水

処
理
施
設
跡
）、
中
部

地
区
は
旧
角
田
地
区
集

落
排
水
処
理
施
設
、
北

部
地
区
は
役
場
別
館
に

保
管
し
て
い
る
。
役
場

別
館
は
、
老
朽
化
の
た

め
平
成
29
年
度
備
蓄
倉

庫
の
建
設
を
予
定
し
て

い
る
。

消
費
期
限
間
近
の
防
災

備
蓄
品
は
。

ア
ル
フ
ァ
化
米
、
ク

ラ
ッ
カ
ー
、
飲
料
水
、

粉
ミ
ル
ク
を
備
蓄
し
て

い
る
。
消
費
期
限
は
、

粉
ミ
ル
ク
が
１
年
半
、

そ
れ
以
外
は
５
年
で
あ

る
。
消
費
期
限
が
近
い

も
の
は
、
各
小
中
学
校

で
防
災
啓
発
の
た
め
配

布
を
考
え
て
お
り
、
粉

ミ
ル
ク
は
乳
幼
児
健
診

等
で
配
布
し
て
い
る
。

エゾシカ

防  災

駆
除
し
た
エ
ゾ
シ
カ
の

う
ち
食
肉
加
工
施
設
で

処
理
さ
れ
た
頭
数
は
。

ま
た
、
事
業
に
よ
る
効

果
・
成
果
は
。

委
託
業
者
に
よ
り
平
成

26
年
度
は
食
肉
加
工
所

で
23
頭
を
処
理
し
て
い

る
。
夏
期
に
捕
獲
し
た

シ
カ
柵
設
置
に
よ
り
農

業
被
害
は
激
減
し
た
が

シ
カ
の
捕
獲
状
況
は
。

平
成
26
年
度
の
有
害
鳥

獣
に
係
る
農
業
被
害
額

は
９
３
５
万
円
。
シ

カ
柵
設
置
前
の
平
成
22

年
度
の
農
業
被
害
額
は

約
１
億
円
、
平
成
23
年

度
は
８
３
０
０
万
円

で
あ
っ
た
。
有
害
鳥

獣
駆
除
実
績
は
エ
ゾ

シ
カ
３
１
７
頭
（
冬

期
一
斉
捕
獲
を
併
せ

る
と
４
８
１
頭
）、
ア

ラ
イ
グ
マ
４
８
６

頭
、
キ
ツ
ネ
１
３
０

頭
、
カ
ラ
ス
・
ハ
ト
等

５
９
１
羽
で
、
こ
れ
ら

駆
除
に
係
る
経
費
は
、

６
２
３
万
１
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
る
。

森  林

街
路
灯
設
置
補
助
が
大
幅

に
増
額
し
た
要
因
は
。
ま

た
、
内
容
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

普
及
率
は
。

町
内
会
・
自
治
会
か
ら
の

申
請
に
全
て
対
応
し
て
い

る
。
修
理
は
、
灯
具
の
交

換
費
用
を
含
む
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

普
及
率
は
38
・
５
％
と

な
っ
て
い
る
。

シ
カ
は
、
ダ
ニ
の
関
係

か
ら
食
肉
と
し
て
利
用

が
難
し
い
。
委
託
業
者

と
の
協
議
で
、
栗
山
産

の
シ
カ
を
活
用
し
た
事

業
を
検
討
し
て
い
る
。

街路灯

自治区
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特集　２６年度決算　全８会計 1 ４５億円を審査

王子橋を現地視察（産業福祉常任委員会）

ＱＡＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

環境整備

介護学校

道内で唯一の公立校である介護福祉学校

新
規
就
農
者
、
農
業
研
修

生
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
連
携
に
よ
り
町
へ
の
定

着
を
目
指
し
て
い
る
が
、

今
後
の
展
開
は
。

平
成
26
年
度
に
独
立
し
た

新
規
就
農
者
は
５
組
、
本

年
度
は
２
組
で
、
も
う
１

組
が
年
度
内
に
就
農
を
予

定
し
て
い
る
。
新
規
就
農

者
を
対
象
に
し
た
研
修
会

を
数
多
く
開
催
し
、
横
の

つ
な
が
り
は
で
き
て
い

る
。
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
や
農
協

青
年
部
と
の
交
流
も
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
地
域
お

こ
し
協
力
隊
制
度
な
ど
を

活
用
し
な
が
ら
新
規
就
農

者
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

海
外
販
路
拡
大
支
援
事
業

で
の
農
産
物
・
農
産
加
工

物
の
販
売
は
。

主
に
小
林
酒
造
の
清
酒
を

切
り
口
に
台
湾
に
向
け
て

販
路
拡
大
の
た
め
催
事
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
、

特
産
品
の
く
り
や
ま
コ

ロ
ッ
ケ
や
農
産
物
の
販
売

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
で
対

象
と
な
っ
て
い
る
橋
梁
数

と
そ
の
対
応
は
。

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
は
、

平
成
25
年
か
ら
10
年
間
の

橋
梁
の
修
繕
計
画
で
あ

り
、
対
象
は
１
０
４
橋
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
修
繕

対
象
は
21
橋
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
26
年
度
は
湯
地

の
王
子
橋
の
補
修
を
実
施

し
た
。

公
園
遊
具
の
点
検
、
更
新

は
。

平
成
26
年
度
に
作
成
し
た

10
年
間
の
公
園
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
公
園
内

の
遊
具
等
の
修
繕
、
点
検

を
実
施
し
て
い
る
。
春
と

秋
の
年
２
回
の
点
検
の

他
、
管
理
し
て
い
る
町
内

会
や
民
生
委
員
の
点
検
に

よ
る
修
繕
申
込
み
も
受
け

て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
へ

安
全
な
遊
具
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

介
護
福
祉
学
校
の
修
学
資

金
貸
付
制
度
の
利
用
者
の

推
移
と
効
果
は
。

古
く
は
平
成
22
年
に
創
設

さ
れ
た
制
度
で
、
平
成
26

年
度
当
初
は
５
施
設
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
30
施

設
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

１
年
生
が
９
名
、
２
年
生

が
４
名
利
用
し
て
い
る
。

監
査
報
告
で
外
部
有
識
者

を
交
え
あ
り
方
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た

が
、
今
後
の
考
え
は
。

介
護
職
不
足
は
、
国
・
道

に
お
い
て
も
大
き
な
問
題

で
あ
り
、
道
で
は
介
護
従

事
者
定
着
支
援
事
業
推
進

協
議
会
を
10
月
に
設
置
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
検
討
委
員
を
外
部

か
ら
招
き
、
介
護
福
祉
学

校
を
無
く
す
の
で
は
な

く
、
残
す
議
論
が
必
要
で

あ
る
。
10
月
以
降
か
ら
学

校
の
あ
り
方
の
検
討
を
進

め
た
い
。

介
護
認
定
さ
れ
て
も
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い

家
族
介
護
者
の
数
は
。
ま

た
、
家
族
介
護
者
特
別
支

援
事
業
の
利
用
者
数
は
。

平
成
27
年
３
月
現
在

７
４
３
名
の
認
定
者
の
う

ち
１
１
８
名
15
・
９
％
が

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

な
い
。
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

で
あ
れ
ば
相
談
を
い
た
だ

き
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
。
家
族
介
護
者
特
別
支

援
事
業
は
、
対
象
者
の
自

宅
等
へ
介
護
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
日

常
の
身
体
介
護
の
技
術
的

指
導
等
を
行
う
介
助
員
を

派
遣
す
る
も
の
で
、
平
成

26
年
度
は
実
人
数
３
名
で

派
遣
回
数
７
回
で
あ
る
。

高
校
生
へ
の
周
知
も
行
っ

て
お
り
、
現
在
16
名
が
利

用
を
希
望
し
て
い
る
。

新規就農産業振興

介護保険
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一
般
会
計
他
２
会
計

を
全
会
一
致
で
可
決

▼
一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
４
４
６
９
万
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は

85
億
２
０
０
万
円
と
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
積
立
、
介
護
保
険

特
別
会
計
繰
出
金
、
栗
山
町

農
業
振
興
公
社
事
業
費
負

担
金
、
町
道
補
修
等
、
幼
稚

園
就
園
奨
励
費
補
助
金
の
追

加
、
地
域
ふ
れ
あ
い
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
の

補
正
を
行
っ
た
。　

９月定例会
補正予算

地
域
ふ
れ
あ
い
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

納
付
金
な
ど
の
額
の
確
定
、

医
療
費
の
確
定
に
よ
る
国
庫

負
担
金
等
の
精
算
。

（
３
２
１
６
万
円
の
増
額
）

▼
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

地
域
支
援
事
業
に
見
直
し
、

介
護
給
付
費
及
び
地
域
支
援

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
負
担

金
の
精
算
。

（
３
１
８
９
万
円
の
増
額
）

▼
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ

の
加
入
に
つ
い
て

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
加
入

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
８
６
条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
本
会
議
で
議
決
。

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

以
上
３
件
の
規
約
変
更
は
、

新
規
加
入
申
請
及
び
解
散
脱

退
届
等
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
規
約
を
変
更
。

発
行
事
業
に
１
０
６
１
万
円

質

疑

楢
﨑
議
員　

ス
ー
パ
ー
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
総
務
費
に

計
上
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回

は
商
工
振
興
費
で
事
業
名
称

が
変
更
と
な
っ
た
要
因
は
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

前
回

は
、
国
の
経
済
対
策
（
地
域

活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
交
付
金
）
に
係
る
事
業

で
「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型
」
で
あ
っ
た
が
、
今

回
の
事
業
は
北
海
道
の
事
業

で
、
62
市
町
村
が
要
望
し

追
加
発
行
を
行
う
。
今
回
は

３
０
０
０
セ
ッ
ト
で
プ
レ
ミ

ア
ム
率
は
前
回
同
様
30
％
で

あ
る
。
前
回
の
事
業
で
い
た

だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
、
申

込
方
法
等
の
検
討
を
す
る
。

地
域
ふ
れ
あ
い

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

空
き
家
対
策
推
進
事
業

藤
本
議
員　

有
効
で
正
確
な

空
き
家
デ
ー
タ
を
作
成
す
る

た
め
の
方
法
は
。

建
設
水
道
課
長　

町
の
デ
ー

タ
を
提
供
し
、
そ
れ
に
委
託

業
者
の
情
報
を
併
せ
、
２
つ

の
情
報
を
活
用
し
協
議
を
し

な
が
ら
正
確
な
デ
ー
タ
を
作

成
す
る
。
ま
た
、
庁
舎
内
で

連
携
会
議
を
設
置
す
る
予
定

で
あ
る
。

人
事
案
件

そ
の
他

即日完売となったプレミアム商品券（栗夢プラザ　6 月 28 日）



くりやまぎかいだより№ 145７

▼
栗
山
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正

▼
栗
山
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正

以
上
２
件
の
条
例
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴
う
条

例
改
正
。

人
事
案
件

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の

充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

【
要
旨
】　

本
道
の
林
業
・
木

材
産
業
は
、
山
村
地
域
の
基

幹
産
業
と
し
て
、
雇
用
の
確

保
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な

ど
に
寄
与
し
て
き
た
が
、
人

口
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ

り
、
自
治
体
の
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
地
球
温
暖
化
が
深
刻

な
環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
森
林
・
木
材
の
役
割
は

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

道
は
、
森
林
整
備
事
業
及
び

治
山
事
業
や
森
林
整
備
加
速

化
・
林
業
再
生
対
策
等
を
活

用
し
、
植
林
・
間
伐
や
路
網

の
整
備
、
山
地
災
害
防
止
、

木
造
公
共
施
設
の
整
備
な
ど

 南條　宏氏 ( 松風３）

教
育
委
員
で
あ
り
教
育
長
と

し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
鈴

木
紀
元
氏
が
平
成
27
年
９
月

30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
後
任
に
南

條
宏
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
。
任
期
は
平
成
30
年
９

月
30
日
ま
で
の
３
年
間
。

教
育
委
員
会
教
育
長

条　

例

 《
討
論
》
＝
反
対
＝

　

な
し

 《
討
論
》
＝
賛
成
＝

意
見
書

平
成
27
年
10
月
19
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
及
び
補
充
員
を
選

挙
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
補
充
員
を
選
挙

選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　

古
林 

義
弘 

氏
（
中
央
２
）

　

青
木 

朝
雄 

氏
（
桜
丘
２
）

　

川
﨑 

俊
樹 

氏
（
大
井
分
）

　

宮
川 

ゆ
か
り 

氏
（
富
士
）

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
条

例
。

▼
栗
山
町
駆
除
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
が

「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す

る
法
律
」
に
変
更
に
な
っ
た

こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
。

質

疑

重
山
議
員　

①
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
を
監
視
す
る
特
定
個

人
情
報
保
護
委
員
会
を
設
置

し
た
と
町
広
報
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、
委
員
の
資
格
要

件
は
。

②
制
度
導
入
に
伴
う
特
定
個

人
情
報
保
護
評
価
の
結
果
を

公
開
し
て
い
る
の
か
。

③
日
本
年
金
機
構
の
情
報
漏

え
い
が
あ
っ
た
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
担
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。

④
シ
ス
テ
ム
導
入
に
係
る
経

費
は
。

総
務
課
長　

①
国
で
設
置
し

て
い
る
委
員
会
で
あ
る
。

②
関
係
機
関
と
シ
ス
テ
ム
が

つ
な
が
る
前
に
評
価
を
行
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
既
に
評
価
を
実
施
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
結
果
を

掲
載
し
て
い
る
。

③
個
人
情
報
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
治
体
で
管
理
さ
れ
、
情
報

が
一
元
化
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。

④
２
６
８
４
万
円
程
度
。

重
山
議
員　

シ
ス
テ
ム
導
入

経
費
の
ほ
か
、
今
後
も
維
持

管
理
費
が
発
生
す
る
。
年
金

機
構
で
個
人
情
報
流
出
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
年
金
と
の
連

結
は
延
期
さ
れ
た
が
、
ア
メ

リ
カ
な
ど
で
は
、
な
り
す
ま

し
に
よ
る
犯
罪
が
増
え
、
２

年
間
で
１
１
７
０
万
件
、
被

害
総
額
は
１
兆
３
０
０
０
億

円
と
な
っ
て
い
る
。
膨
大
な

国
費
が
投
入
さ
れ
る
が
、
情

報
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
な
い
。
費
用
に
見
合
う
利

便
性
の
向
上
は
な
い
本
制
度

は
、
中
止
す
る
か
再
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

重
山
議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
導
入
に
よ
り
、
企
業
が

従
業
員
や
そ
の
家
族
の
番
号

を
付
け
管
理
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

こ
と
に
対
す
る
配
慮
は
。

税
務
課
長　

現
在
、
そ
れ
ら

に
対
す
る
関
係
機
関
か
ら
の

説
明
は
な
い
。

 《
討
論
》
＝
反
対
＝

重
山
議
員　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
に
関
す
る
条
項
が
あ

る
。
中
小
企
業
に
対
す
る
費

用
負
担
を
含
め
、
不
透
明
な

部
分
が
あ
り
、
見
切
り
発
車

的
な
要
素
が
あ
る
。
情
報
の

流
出
が
担
保
さ
れ
る
保
証
が

な
い
。

　

な
し

 《
討
論
》
＝
賛
成
＝

 砂田  正樹 氏
( 松風３）

 村上     哲 氏
( 中央３）

 鈴木  英雄 氏
( 大井分）

 長谷川  真由美 氏
( 桜丘１）

質

疑

９月定例会議案審議
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議　件　名
結

果

大

西

友

成

楢

﨑

佐

藤

重

山

置

田

大

井

千

葉

土

井

三

田

藤

本

鵜

川

栗山町個人情報保護条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

栗山町手数料条例等の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

栗山町税条例の一部を改正する条例 可 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

賛
否
の
公
表

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　欠：欠席

栗山町議会は、議員の活動に対して町民の評価が的確になされるよう情報の提供に
努めるため、議案などに対する各議員の態度を公表しています。

※鵜川和彦議員は議長のため採決に加わっていません。
※掲載されていない議案はすべて全員賛成

賛否の公表

の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
き

た
。

今
後
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
加
速
さ
せ
、
地
域
に
応
じ

た
森
林
の
整
備
・
保
全
を
進

め
る
と
と
も
に
、
森
林
資
源

の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
・

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を

実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
充

実
・
強
化
を
図
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
次
の
と
お
り
要
望

す
る
。

①
京
都
議
定
書
に
お
け
る

森
林
吸
収
量
を
確
保
す
る

た
め
、「
地
球
温
暖
化
対
策

の
た
め
の
税
」
の
使
途
に
森

林
吸
収
源
対
策
を
位
置
づ
け

る
な
ど
、
森
林
整
備
や
木
材

利
用
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
。

②
森
林
の
多
面
的
機
能
を
持

続
的
に
発
揮
し
、
林
業
・
木

材
産
業
の
振
興
と
山
村
の
雇

用
安
定
化
を
図
る
た
め
、
森

林
整
備
事
業
及
び
治
山
事
業

の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

③
総
合
的
な
対
策
を
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
展

開
す
る
た
め
、「
森
林
整
備

加
速
化
・
林
業
再
生
対
策
」

を
恒
久
化
し
、
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
実

施
自
治
体
に
対
す
る
国
民

健
康
保
険
国
庫
負
担
金
削

減
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
【
要
旨
】　

子
ど
も
医
療
費
無

料
化
を
求
め
る
運
動
が
広
が

り
、
北
海
道
で
も
、
基
準
を

上
回
る
助
成
を
す
る
市
町
村

は
１
０
７
に
上
っ
て
い
る
。

本
町
も
今
年
度
か
ら
高
校
３

年
生
ま
で
拡
充
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
少

子
化
や
地
方
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
重
要
な
制

度
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
子

ど
も
の
貧
困
」
が
広
が
る
な

か
、
緊
急
課
題
に
な
っ
て
い

る
。経
済
的
負
担
の
軽
減
で
、

病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
が

可
能
に
な
り
、
重
症
化
を
防

ぎ
、
医
療
費
を
抑
制
し
て
い

る
効
果
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
で
国
民

健
康
保
険
国
庫
負
担
金
が
削

減
さ
れ
、
昨
年
そ
の
総
額
は

４
８
０
億
円
で
あ
っ
た
。

こ
の
国
庫
負
担
金
の
削
減
を

中
止
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

※
関
係
省
庁
へ
提
出

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。
http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/gikai/index.html

９月定例会議案審議



≪所管事務調査≫
　◇若者定住事業の進捗状況について
　◇教育制度の変更（新教育委員長と教育長
　　の統合）について

委員会レポート
総務教育常任委員会

産業福祉常任委員会
≪所管事務調査≫
　◇ごみ処理の実態について

　8月 3日に委員会を開催し、若者定住事業の進捗
状況のほか、新教育制度について町当局及び教育委
員会から説明を受けました。若者世代の人口減少が
少子化の現状とあわせて人口減少につながってる
ことから、若者・子育て世代から選ばれる町として
の取り組みがより一層必要となります。

　7月 24 日に委員会を開催し、道央廃棄物処理組
合加入に係る進捗状況、炭化炉解体撤去工事のほ
か、ごみ処理状況の実態について、町当局より説明
を受けました。また、説明終了後、ごみ処理場を視
察し、炭化炉撤去後の現地確認及び最終処分場の現
状確認を行いました。ごみ処理の状況について、今
後も注視していきます。

出来事・話題
T o p i c s

空知町村議長会主催の議員研修会に参
加。講師は空知総合振興局地域政策部

戦略策定支援担当部長の藤島京子氏。「地方
創生総合戦略を考える」をテーマに、「地方
人口ビジョン」「地方版総合戦略」の意義、
基本方針など、基本的な制度の説明と、そ
の具体的な取り組みについての講演を聴き
ました。

８月 19 日／ポールスター札幌

北海道町村議会議長会主催の議会広報研
修会に参加。講師はグラフィックデザ

イナーの長岡光弘氏。具体的な広報の編集に
関する講演で、住民にわかりやすく見やすい
紙面の作成方法や、他町の議会広報紙のクリ
ニックを聴き、参考となりました。

～地方創生総合戦略を考える～

7 月 23 日／月形町多目的研修センター

～議会広報紙の表現基本～

くりやまぎかいだより№ 1459

空知町村議会議長会議員研修会

北海道町村議会広報研修会



９月定例会　一般質問

３議員が一般質問

重山雅世 議員

千葉清己 議員

楢﨑忠彦 議員

町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い

①だれもが安心して利用できる介護制度の実現を

①空き家対策は
②「地酒普及の促進に関する条例」の制定を

①ふじスポーツ広場に洋式トイレの設置を

くりやまぎかいだより№ 145 10
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くりやまぎかいだより№ 145

体
育
施
設

  ふじスポーツ広場に洋式トイレの設置を

団体等の意見を勘案し時期を検討

全道各地からの参加で開催されたサッカーフェスティバル

議
員　

ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場

は
、
年
間
１
万
人
以
上
が
利

用
す
る
本
町
が
誇
れ
る
サ
ッ

カ
ー
場
で
あ
り
、
天
然
芝
の

施
設
と
し
て
の
優
位
性
か
ら

好
評
を
得
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
場
内
に
あ
る

ト
イ
レ
は
全
て
和
式
と
な
っ

て
い
て
、
利
用
者
か
ら
は
今

日
的
に
も
衛
生
的
に
も
洋
式

へ
の
改
修
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。

本
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第

６
次
総
合
計
画
で
は
、
ふ
じ

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
洋
式
ト
イ

レ
へ
の
改
修
は
、
後
期
展
望

計
画
で
検
討
す
る
位
置
づ
け

と
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
者

の
声
を
く
み
取
り
、
早
期
に

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

本
年
１
月
議
会
臨

時
会
で
議
決
い
た
だ
き
、
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
６

次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
ふ

じ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
洋
式
ト

イ
レ
の
設
置
は
、
後
期
展
望

千葉清己 議員

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局までお
問い合わせください。

質問は要約されています

計
画
に
お
け
る
計
画
事
業
と

な
っ
て
い
る
。
第
６
次
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
も

な
い
こ
と
も
あ
り
、
検
討
す

る
か
否
か
時
期
を
見
て
判
断

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問　

第
６
次
総
合
計
画

は
、
そ
の
都
度
見
直
し
て
い

く
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

利
用
者
の
切
実
な
声
を
く
み

取
り
、
一
刻
も
早
く
設
置
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長　

現
在
の
社
会
情
勢

に
照
ら
し
、
今
日
的
な
情
勢

か
ら
考
え
て
、
洋
式
ト
イ
レ

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
立
場

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
予
算
に
も
限
り
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
大
勢

い
る
と
こ
ろ
を
最
優
先
に
洋

式
化
を
進
め
て
お
り
、
優

先
度
か
ら
見
て
後
期
展
望
計

画
に
入
れ
て
い
る
。
第
６
次

総
合
計
画
は
、
多
く
の
町
民

か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
予

算
と
の
整
合
性
を
図
り
、
最

終
的
に
は
議
会
の
議
決
を
い

た
だ
い
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
そ
れ
か
ら
５
ヵ
月
が
経

過
し
た
が
、
現
時
点
で
ふ
じ

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
ト
イ
レ
の

洋
式
化
の
順
番
を
今
す
ぐ
に

持
っ
て
い
く
立
場
に
教
育
委

員
会
は
な
い
。

し
か
し
、
利
用
者
の
声
を
常

に
聴
き
、
総
合
計
画
の
変
更

に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
も

柔
軟
に
考
え
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
時

期
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
等
か
ら
意
見
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の

意
見
を
勘
案
し
な
が
ら
、
時

期
の
検
討
を
す
る
こ
と
に
な

る
。
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くりやまぎかいだより№ 145

介
護
保
険

だれもが安心して利用できる介護制度の実現を

道内の自治体の状況を把握し検討

9 月定例会　一般質問

議
員　

介
護
保
険
が
今
年

４
月
と
８
月
に
改
悪
さ
れ

た
こ
と
に
関
わ
り
、
次
の

見
解
は
。

①
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
等
で
、
町
独
自
に
保

険
料
、
利
用
料
の
軽
減
と

低
所
得
者
減
免
対
策
拡
充

の
た
め
に
「
社
会
福
祉
法

人
等
に
よ
る
生
計
困
難
者

に
対
す
る
利
用
者
負
担
軽

減
事
業
」
要
綱
中
「
負
担

能
力
の
あ
る
親
族
に
扶
養

平成 27 年 3 月開設の地域密着型特別養護老人ホーム
くりのさと「彩」

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
の
削

減
等
の
見
直
し
は
。

②
要
支
援
者
に
「
基
本
チ
ェ

ッ
ク
」の
み
の
判
定
で
な
く
、

要
介
護
認
定
の
申
請
権
を
侵

害
さ
せ
ぬ
よ
う
に
。

③
要
介
護
１
・
２
で
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
者

数
及
び
具
体
的
な
対
応
は
。

④
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
栗

山
町
で
過
ご
す
た
め
、
介
護

度
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
移
行
で
き
る
よ
う
行
政

が
調
整
役
の
シ
ス
テ
ム
構
築

を
。

⑤
介
護
労
働
者
の
待
遇
改
善

や
人
材
確
保
の
た
め
介
護
報

酬
引
き
上
げ
と
国
庫
負
担
金

引
上
げ
に
よ
り
、
利
用
者
負

担
軽
減
、
サ
ー
ビ
ス
充
実
を

国
に
要
望
を
。

町
長　

①
保
険
料
と
国
・
道
・

市
町
村
の
負
担
に
よ
る
公
費

で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
国
も
公
平
性
の
観
点
か

ら
一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん

は
望
ま
し
く
な
い
と
し
て
い

る
。
将
来
の
介
護
費
用
が
増

加
し
な
い
よ
う
健
康
づ
く
り

事
業
や
介
護
予
防
事
業
な
ど

へ
充
て
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、
一
般
財
源
の
投
入
は
考

え
て
い
な
い
。

第
６
期
栗
山
町
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
に
お
い
て
、
介
護
給
付

費
準
備
基
金
を
４
０
０
０
万

円
取
り
崩
し
、
保
険
料
低
減

を
図
っ
た
。
前
年
収
入
等
の

基
準
額
の
引
き
上
げ
は
、
介

護
保
険
の
安
定
的
運
営
を
考

え
、
困
難
で
あ
る
。

利
用
者
負
担
軽
減
事
業
要
綱

の
見
直
し
は
、
実
施
法
人
負

担
と
国
・
道
・
町
の
公
費
負

担
に
よ
り
実
施
し
て
お
り
、

要
綱
の
変
更
は
実
施
法
人
へ

の
影
響
や
国
・
道
の
公
費
負

担
が
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
た
め
困
難
で
あ
る
。

②
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

給
付
を
妨
げ
る
こ
と
は
し
な

い
。

③
待
機
者
は
、
８
月
１
日
現

在
22
名
。
特
別
事
情
に
よ
り

居
宅
で
日
常
生
活
が
困
難
な

場
合
は
、
市
町
村
の
適
切
な

関
与
の
も
と
特
例
的
に
認
め

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
今

年
度
４
名
が
入
所
し
て
い

る
。
待
機
者
へ
の
具
体
的
な

対
応
は
、
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
も
と
、
心
身
状
況
や

生
活
環
境
に
応
じ
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、

在
宅
で
の
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
、
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
活

用
な
ど
で
対
応
す
る
。

④
入
居
は
、
事
業
所
と
利

用
者
と
の
契
約
に
基
づ
い

て
い
る
。
要
介
護
度
が
重
度

化
し
て
も
他
施
設
を
望
ま
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
行
政
と

し
て
調
整
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

の
相
談
、
定
期
開
催
し
て
い

重山雅世 議員

る
介
護
事
業
所
連
絡
会
議
で

情
報
交
換
を
行
う
。

⑤
本
年
６
月
に
北
海
道
町
村

会
が
、
人
材
確
保
対
策
へ
の

支
援
や
国
費
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
等
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
他
、
介
護
従
事
者
の
処

遇
改
善
策
や
介
護
報
酬
の
改

善
に
つ
い
て
本
年
７
月
、
北

海
道
が
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
介
護
保
険
制
度
の
安
定

的
な
運
営
の
た
め
、
今
後
も

国
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
北
海
道
町
村
会
と
も

連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

再
質
問　

改
定
介
護
保
険

法
に
よ
り
市
町
村
に
お
け

る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
が
法
制
化
さ
れ
た
。
新

第
２
段
階
の
保
険
料
率
が
、

０
・
63
か
ら
０
・
75
と
年
に

７
３
０
０
円
も
負
担
増
と
な

る
。
町
独
自
の
「
高
齢
者
介

護
福
祉
金
」
の
資
格
要
件
を

前
年
収
入
80
万
円
以
下
か
ら

１
２
０
万
円
以
下
に
変
更
し

て
低
所
得
者
軽
減
策
を
講
じ

て
は
。　

町
長　

他
の
道
内
の
自
治
体

の
状
況
等
を
把
握
し
な
が
ら

検
討
す
る
。
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る
介
護
事
業
所
連
絡
会
議
で

情
報
交
換
を
行
う
。

⑤
本
年
６
月
に
北
海
道
町
村

会
が
、
人
材
確
保
対
策
へ
の

支
援
や
国
費
負
担
割
合
の
引

き
上
げ
等
の
要
望
を
行
っ
て

い
る
他
、
介
護
従
事
者
の
処

遇
改
善
策
や
介
護
報
酬
の
改

善
に
つ
い
て
本
年
７
月
、
北

海
道
が
要
望
を
行
っ
て
い

る
。
介
護
保
険
制
度
の
安
定

的
な
運
営
の
た
め
、
今
後
も

国
の
動
向
を
注
視
し
、
必
要

に
応
じ
北
海
道
町
村
会
と
も

連
携
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

再
質
問　

改
定
介
護
保
険

法
に
よ
り
市
町
村
に
お
け

る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

れ
が
法
制
化
さ
れ
た
。
新

第
２
段
階
の
保
険
料
率
が
、

０
・
63
か
ら
０
・
75
と
年
に

７
３
０
０
円
も
負
担
増
と
な

る
。
町
独
自
の
「
高
齢
者
介

護
福
祉
金
」
の
資
格
要
件
を

前
年
収
入
80
万
円
以
下
か
ら

１
２
０
万
円
以
下
に
変
更
し

て
低
所
得
者
軽
減
策
を
講
じ

て
は
。　

町
長　

他
の
道
内
の
自
治
体

の
状
況
等
を
把
握
し
な
が
ら

検
討
す
る
。

空
き
家
対
策

  空き家対策は

全町調査を実施しデータベース化を図る

議
員　

国
は
「
地
方
創
生
」

を
目
指
し
、
い
ろ
い
ろ
な

メ
ニ
ュ
ー
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
食
と
観
光
と
い
う
テ
ー

マ
に
お
い
て
、
栗
山
産
米
で

醸
造
さ
れ
る
地
元
の
お
酒
を

町
内
で
の
飲
み
会
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
し
、「
地
酒
で

乾
杯
」
と
愛
飲
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
地
酒
の
普
及
の

促
進
を
図
り
、
本
町
経
済
の

活
性
化
の
一
助
と
す
る
た
め

「
地
酒
の
普
及
促
進
に
関
す

る
条
例
」
の
制
定
に
取
り
組

ん
で
は
。

町
長　

平
成
25
年
１
月
に
京

都
市
で
清
酒
の
普
及
促
進
に

関
す
る
条
例
の
施
行
を
皮
切

り
に
全
国
各
地
で
地
酒
等
に

よ
る
乾
杯
条
例
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。

小
林
酒
造
は
、
栗
山
町
の
観

光
の
拠
点
で
あ
り
、
昨
年

オ
ー
プ
ン
し
た
「
小
林
家
」

に
は
、
１
年
で
３
０
０
０
人

近
く
の
人
が
見
学
さ
れ
て
い

る
。
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合

教
育
科
学
文
化
機
関
）
が
和

食
を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

し
た
こ
と
を
受
け
、
海
外
で

も
日
本
酒
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
乾
杯
条
例
の
制
定
は
、

地
酒
の
普
及
促
進
や
食
文
化

の
発
信
を
す
る
き
っ
か
け
の

楢﨑忠彦 議員

増加している町内の空き家

地域活性化

町
民
と
議
会
と
も
論
議
が
必
要

「
地
酒
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
を

議
員　

平
成
26
年
11
月
19

日
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
成

立
し
た
。
空
き
家
は
、
本
来

所
有
者
が
解
決
す
べ
き
課
題

だ
が
、
当
該
空
き
家
や
廃
屋

に
隣
接
す
る
地
域
住
民
等
か

ら
生
活
環
境
上
の
問
題
と
し

て
、
苦
情
が
自
治
体
の
窓
口

に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
空

き
家
、
老
朽
化
の
進
行
と
と

も
に
、
そ
の
課
題
、
責
任
が

民
か
ら
公
へ
と
引
き
継
が
れ

る
。
次
の
見
解
は
。

①
「
空
き
家
」
及
び
「
特
定

空
き
家
」
の
実
態
調
査
は
。

②
栗
山
町
独
自
の
条
例
制
定

は
。

③
空
き
家
対
策
検
討
委
員
会

の
設
置
は
。

④
空
き
家
対
策
の
窓
口
の
設

置
状
況
は
。

⑤
空
き
家
等
対
応
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
作
成
は
。

町
長　

①
⑤
現
在
、
把
握

し
て
い
る
空
き
家
件
数
は
、

１
２
０
戸
程
に
上
り
、
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
に
対
応

す
る
精
度
の
高
い
情
報
が
必

要
と
な
る
の
で
、
全
町
調
査

を
委
託
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
を
図
る
。

②
来
年
度
設
置
予
定
の
空
き

家
等
対
策
協
議
会
並
び
に
議

会
で
の
審
議
を
経
て
、
平
成

29
年
４
月
の
条
例
制
定
を
予

定
し
て
い
る
。

③
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法

第
７
条
で
、
空
き
家
対
策
計

画
の
策
定
並
び
に
実
施
に
関

す
る
協
議
会
を
設
置
で
き
る

規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

長
、
住
民
、
議
員
、
法
務
及

び
不
動
産
に
関
す
る
学
識
経

験
者
な
ど
の
構
成
で
、
来
年

４
月
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
。

④
現
在
、
建
設
水
道
課
を
窓

口
と
し
、
経
営
企
画
課
・
消

防
な
ど
と
連
携
し
て
い
る

が
、
防
災
、
衛
生
、
景
観
等

多
岐
に
わ
た
る
課
題
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
役

場
内
に
連
携
会
議
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

一
つ
と
考
え
る
が
、
個
人
の

嗜
好
の
問
題
も
あ
り
、
制
定

し
た
他
の
自
治
体
は
、
議
員

提
案
に
よ
る
手
法
が
取
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と

か
ら
、
町
民
や
議
会
と
も
論

議
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

春の恒例イベント「くりやま老舗まつり」
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十
日
町
市
は
平
成
17
年
に

５
市
町
村
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
人
口
約
５
万
７
０
０
０

人
の
市
で
あ
り
、
県
内
で
も

有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て　

新
潟
県
十
日
町
市

人
口
減
少
や
高
齢
化
等
が
急

激
に
進
む
地
方
に
お
い
て
都

市
部
の
人
材
を
積
極
的
に
誘

致
し
、
そ
の
定
住
定
着
を
図

り
、
地
域
力
の
維
持
強
化
に

結
び
つ
け
る
取
り
組
み
で
あ

政務調査活動報告

 【参加者】楢﨑忠彦・重山雅世・置田武司・友成克司・千葉清己

 新潟県十日町市、長野県栄村 

　小さな自治体の活性化

　７月 2 日から４日までの３日間、小規模自治体
の活性化を学ぶため、先進的な取り組みを行って
いる自治体及びフォーラムに参加し、研修を行い
ました。

り
、
具
体
的
に
は
都
市
住
民

を
受
け
入
れ
、
協
力
隊
と
し

て
委
嘱
し
、
一
定
期
間
以
上

地
域
で
生
活
し
、
各
種
地
域

協
力
活
動
に
従
事
し
な
が
ら

当
該
地
域
へ
の
定
住
定
着
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
主
な
目

的
で
あ
る
。

　

十
日
町
市
に
は
、
現
在
12

地
域
に
17
名
の
隊
員
が
活
躍

し
て
お
り
、
身
分
は
嘱
託
職

員
の
位
置
づ
け
で
月
収
は

16
万
円
が
市
よ
り
支
給
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
活
動
内
容
と
し
て
は

①
過
疎
化
、
高
齢
化
集
落
の

維
持
、
存
続
。

②
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
取

り
組
み
を
提
案
し
、
具
現
化

す
る
。

③
自
ら
の
能
力
や
特
技
を
活

か
し
な
が
ら
集
落
の
支
援
に

携
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

懇
談
し
た
女
性
協
力
隊
員

は
、
大
学
に
進
学
後
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
を
考
え
る
仕
事

に
就
き
た
い
と
平
成
26
年
４

月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
、

郷
土
料
理
、
保
存
食
に
つ
い

て
食
を
通
じ
て
の
地
域
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
生

新潟県十日町市での視察（7 月 2 日）

き
生
き
と
し
て
輝
い
て
い
た

の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

①
応
募
者
の
確
保
と
地
方
公

務
員
と
し
て
の
意
識
啓
発
と

倫
理
の
徹
底
。

②
財
政
支
援
が
な
く
な
っ
た

場
合
の
対
応
。

③
協
力
隊
を
活
用
出
来
な
い

地
区
へ
の
支
援
策
で
あ
る
。

　

栗
山
町
で
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
に
参
考
と
な

る
有
益
な
視
察
で
あ
り
、
議

会
で
も
具
体
的
な
活
動
内

容
に
つ
い
て
研
鑽
を
深
め
た

い
。



全国小さくても輝く自治体フォーラム in 栄村（7 月 3・4 日）

れ
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会

場
と
な
っ
た
長
野
県
下
水
内

郡
栄
村
は
、
長
野
県
の
最
北

端
に
位
置
し
、
周
囲
を
山
々

に
囲
ま
れ
、
積
雪
量
が
日
本

一
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ
る

日
本
有
数
の
豪
雪
地
で
人
口

２
０
０
０
人
ほ
ど
の
村
で
あ

第
20
回
全
国
小
さ
く
て
も
輝
く
自
治
体
フ
ォ
ー
ラ
ム　

長
野
県
栄
村

る
。

　

栄
村
は
、
長
野
県
北
部
地

震
（
平
成
23
年
３
月
12
日
）

で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

が
、
そ
の
後
、
村
の
魅
力
、

資
源
で
も
あ
る
森
林
を
活
か

し
、
森
林
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
村

内
で
循
環
利
用
す
る
こ
と

で
、
村
に
雇
用
を
生
み
、
定

住
者
を
増
や
し
、
活
性
化
を

図
っ
て
い
る
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
記
念

講
演
と
し
て
「
合
併
・
人
口

減
少
・
町
村
自
治
」
と
題

し
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
大

森
彌
わ
た
る

氏
よ
り
平
成
の
大
合

併
は
、
政
府
主
導
の
財
政
効

率
化
の
た
め
の
も
の
で
、
自

立
を
選
ん
だ
小
規
模
自
治
体

は
、
現
在
も
そ
の
機
能
を
維

持
し
て
い
る
と
話
さ
れ
て
い

た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
に
長
野

県
栄
村
前
村
長
高
橋
彦
芳

氏
、
福
島
県
矢
祭
町
前
町
長

根
本
良
一
氏
、
宮
崎
県
綾
町

長
前
田
穣
氏
、
立
命
館
大
学

教
授
加
茂
利
男
氏
を
迎
え
て

い
た
。
高
橋
氏
か
ら
は
「
一

人
ひ
と
り
を
活
か
す
の
は
小

規
模
自
治
体
に
し
か
出
来
な

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

小
規
模
自
治
体
の
魅
力
を

高
め
、
交
流
を
深
め
て
小

規
模
自
治
体
の
存
在
意
義

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
15
年

か
ら
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
２
４
０
名
の
首
長
や
議

員
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ

くりやまぎかいだより№ 14515

い
。」、
根
本
氏
か
ら
は
「
カ

ネ
の
な
い
所
に
人
は
住
め
な

い
。
所
得
向
上
や
、
雇
用
確

保
が
重
要
。」
な
ど
経
験
に

基
づ
い
た
話
が
聞
け
た
。

　

２
０
１
４
年
発
表
の
「
増

田
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
消
滅
自

治
体
の
リ
ス
ト
を
公
表
し
た

が
、
人
口
が
減
少
し
て
も
住

民
が
諦
め
な
い
限
り
、
自
治

体
は
消
滅
し
な
い
。
逆
に
、

都
市
か
ら
地
方
へ
移
住
す
る

人
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

栗
山
町
は
、
合
併
を
し
な

か
っ
た
が
、
そ
の
検
証
は
10

年
経
っ
た
今
も
行
わ
れ
て
い

な
い
。
地
方
自
治
に
つ
い
て

改
め
て
深
く
研
究
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。



「女性防災士として」
 丸山　富子 さん（朝日４丁目）

　東日本大震災をきっかけに、注目を集めているのが「防災士」です。
　防災士試験は、2003 年にスタートし、今年度で 10 万人近くの人が
地域で活躍されているとのことです。「特に人生経験豊かなシニア世代、
大学生を中心とする若者の挑戦が望まれる」とありました。私も女性
の視点を活かしながら「防災・減災対策」として、地域の中でお手伝
いできればと、意を決して 6 月に資格試験に挑戦しました。
　消防署での「救命救急講座」も受け、受講証を取得。8 月 25 日付け
で認証状と防災士証が届きました。晴れて女性防災士としてのデビュー
です。
　これからは、家庭、居住地域での減災と防災力強化のために、積極
的に研修を受け、知識と技術力向上のため安心・安全のまちづくりと、
特に女性ならではのニーズに対応した体制づくりにも貢献したいと
思っています。
　「天災は忘れたころにやってくる」。防災には、「自助・共助・公助」
の三助が必要と言われていますが、最近ではそれに “近

きんじょ

助” の大切さが
訴えられています。まさに「互

ごきんじょ

近助」のつながりを強く、いざという
ときに、向う三軒両隣の結びつきや、顔が見える「防

ぼうさいとなりぐみ

災隣組」が大き
な力になることです。一人ひとりが被害者にならず、加害者にならず、
傍観者にならず、皆で力を合わせて減災に取り組めるよう、防災士と
して、防災力を高めていきたいと決意する日々です。

町議会のくわしい情報は栗山町議会ホームページへ 栗山町議会 検索
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議会の予定

くりやまぎかいだより№ 145

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

　　　　は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴
議会に行こう！

12 月定例会の開会日

月　　 日～1512

2015 年 11 月１日発行

11 月 2 日（月） 町政功労者表彰式
11 日（水） 町村議会議長全国

大会
24 日（火） 南空知ふるさと市町村

圏組合議会定例会
12 月 15 日（火） 第９回定例会

議会ホームページＱＲコード

栗
中
生
の
木
の
実
拾
い
！

焼
き
芋
づ
く
り
に
も
参
加
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

田
中
成
明
さ
ん

(

２
０
１
５
・
10
・
７
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

撮
影 　

重
山

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
！


